
人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
ま
ち
品
川
区

実
現
し
よ
う

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
社
会

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き

部
落
差
別
を
は
じ
め

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を

我
々
は
確
信
す
る

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は

『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
う

（
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
よ
り
）

　

区
で
は
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
４

月
に
都
内
で
唯
一
の
『
人
権
尊
重
都
市
品

川
宣
言
』
を
制
定
し
、
昨
年
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
平
和
で
心
ゆ
た

か
な
「
人
間
尊
重
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ

し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ス
ク
エ
ア
荏
原
を
会
場
に
小

中
学
生
の
心
温
ま
る
人
権
標
語
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
展
示
し
た
「
し
な
が
わ
人
権

の
ひ
ろ
ば
２
０
１
４
」
や
、
き
ゅ
り
あ
ん

で
「
人
権
週
間　

講
演
と
映
画
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
12
月
10
日
、

第
３
回
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は

人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
す
べ
て
の
人
と
す
べ
て
の
国
と
が

達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
を
宣
言
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）

年
第
５
回
国
連
総
会
で
、
毎
年
12
月
10
日

は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。 世

界
人
権
宣
言

区
の
取
り
組
み

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
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人権週間

講演 映画テレビから人権を考える

つどい
定員／1,100人（抽選）
申込方法／11月14日㈮（消印有効）
までに、往復はがき（1枚2人まで）
に「つどい」とし、代表者の住所・
氏名（ふりがな）・電話番号、参加
者の氏名（ふりがな）を人権啓発課
（〠140－0013南大井3－7－10）へ
※結果発送は11月下旬を予定。

12月2日㈫ 午後1時開演（午後0時30分開場）
きゅりあん大ホール（大井町駅前）講演 映画

のと
日本テレビアナウンサーだった藪
本雅子さんが、ハンセン病の取材
を通じて人権を考えるきっかけと
なったことやメディアの裏側など
を話します。
講師／藪本雅子
（元日本テレビアナウンサー）
※手話通訳・要約筆記付き。

90歳を過ぎて詩作を始め、平成
25年1月に101歳で他界した詩
人・柴田トヨ。処女詩集で160
万部を売り上げた「くじけない
で」と第二詩集「百歳」が原作。
詩を書き始めたきっかけとなる
エピソードや家族との関わりか
ら、トヨの人生を描いていく。

出演／八千草薫　武田鉄矢　他
※字幕付き。© 2013「くじけないで」製作委員会

非核平和都市品川宣言制定30周年



問い合わせ／品川区人権啓発課☎3763−5391
古紙配合率80％再生紙を使用しています

　

昨
年
は
、「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」

制
定
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

区
は
こ
れ
ま
で
も
こ
の
品
川
宣
言
を
様
々

な
施
策
の
中
に
生
か
し
な
が
ら
人
権
啓
発
や

人
権
教
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
な
こ
と
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐

待
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
障
害
が
あ

る
方
や
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
同
和
地
区

出
身
の
方
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
私
た
ち
の

身
の
ま
わ
り
に
は
様
々
な
人
権
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
の

問
題
な
ど
、
残
念
な
こ
と
に
人
権
問
題
は
よ

り
複
雑
化
し
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
に
こ
め
ら

れ
た
思
い
を
胸
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く

認
識
す
る
こ
と
や
、
他
人
の
人
権
に
配
慮
し

た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
意
識
や
行
動
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
誰
で
も
簡
単
に
知

り
た
い
情
報
が
入
手
で
き
、
発
信
も
で
き
ま

す
。
ま
た
手
軽
に
買
い
物
を
し
た
り
、
携
帯

電
話
か
ら
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。
私

た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、
も
は
や
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報
で
も

匿
名
で
発
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特

徴
を
逆
手
に
と
っ
て
、
他
人
の
名
誉
を
傷
つ

け
る
内
容
や
、
無
責
任
な
う
わ
さ
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
や
差
別
的
な

書
き
込
み
な
ど
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
問

題
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

情
報
が
い
っ
た
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲

載
さ
れ
る
と
、
瞬
時
に
被
害
は
限
り
な
く
広

が
り
、
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
が
極
め
て
困

難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
利
用
す
る
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
決

し
て
悪
用
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
名
誉
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
し
て
正
し
く
理
解
し
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
た
行
動
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
節
度
あ
る
利
用
に
つ

い
て

・
差
別
発
言
や
ひ
ぼ
う
・
中
傷
を
書
き
込
ま

な
い

・
う
そ
や
不
確
か
な
情
報
を
書
き
込
ま
な
い

・
個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い

犯
罪
被
害
者
と

そ
の
家
族
の
人
権

　

あ
る
日
突
然
、
理
不
尽
な
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
、
自
身
が
傷
つ
い
た
り
大
切
な
家
族
を

失
う
な
ど
、
犯
罪
被
害
は
誰
の
身
に
も
起
こ

り
う
る
こ
と
で
す
。

　

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
方
は
、
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
心
身
に
傷
を
負
い
、
そ
の

後
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
負
担
や
失
職
・

転
職
な
ど
に
よ
る
経
済
的
困
窮
、
捜
査
や
裁

判
に
お
け
る
精
神
的
・
時
間
的
な
負
担
に
加

え
、
周
り
の
無
責
任
な
会
話
や
無
配
慮
な
取

材
・
報
道
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
二
次

的
な
被
害
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
の
人
々
は
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
悲

し
み
や
苦
し
み
を
受
け
止
め
、
心
な
い
中
傷

や
興
味
本
位
の
う
わ
さ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

被
害
者
や
家
族
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
暖
か
い
心
づ
か
い
で
手
を
差
し
伸
べ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
被
害
に
あ
っ
た
ら
︿
犯
罪
被
害
の
相
談
先
﹀

警
視
庁
犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
３
５
９
７
︱
７
８
３
０

被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
２
８
７
︱
３
３
３
６

犯
罪
被
害
者
等
相
談
（
区
民
相
談
室
）

　

☎
３
７
７
７
︱
２
０
０
０

※
11
月
20
日
㈭
き
ゅ
り
あ
ん
小
ホ
ー
ル
に
て

「
犯
罪
被
害
者
週
間
行
事
」
を
開
催
し
ま
す
。

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題

　

北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
10
年
を
超

え
ま
し
た
。「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す

る
法
律
」
も
施
行
さ
れ
、
我
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始

め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
３

月
に
「
日
朝
政
府
間
協
議
」
が
１
年
４
カ
月

ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
５
月
に
は
再
調
査
を
す

る
こ
と
の
約
束
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。
今

後
の
調
査
結
果
の
報
告
が
速
や
か
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
風
化
さ
せ
ぬ
よ
う
、
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

12
月
10
日
㈬
～
16
日
㈫

障害者週間記念のつどい
障害者週間（12月3日～9日）を記念し、区民の理解と関心を深め、障害者の社会
参加を促進することを目的として毎年開催しています。
日時／12月7日㈰午後1時～4時（正午開場）
第1部＝式典・障害者表彰　他
第2部＝「障害者ダンス♥ソング」
第3部＝ボニージャックス「車いすのおしゃべり」コンサート
会場・参加方法／当日、きゅりあん大ホール（大井町駅前）へ
※手話通訳・パソコン要約筆記付き。
※ＳＰコード付きちらし・プログラム（音声変換装置設置）有り。
○ロビーで作品販売やパネル展示を行っています。
問い合わせ／障害者福祉課（☎5742－6707 Fax3775－2000）

12月6日㈯～8日㈪午前9時30分～午後4時45分
（8日は午後3時まで）

み
ん
な
で
考
え
よ
う

私
た
ち
の
人
権

人権擁護委員の活動
　人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解のある方を区長が推薦し、法務大
臣が委嘱します。
　「みんなで築こう　人権の世紀～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いや
りの心～」をキャッチフレーズに様々な啓発活動を積極的に展開しています。

人権啓発活動
　品川地区人権擁護委員会では憲法週間や人権週間における啓発活動に参加する
とともに、小学生 ｢人権メッセージ｣ や中学生 ｢人権作文｣ の取り組み、小学校
の「人権の花」運動への参加を呼びかけています。
　今年度は ｢人権メッセージ｣ の発表に城南第二小学校5年生の皆さんが参加し
ました。｢人権の花｣ 運動では鮫浜・台場・旗台小学校の皆さんが「オクラ」「百
日草」「サルビア」「黄花コスモス」の花を咲かせました。｢人権作文｣ は浜川・
荏原第六・鈴ケ森中学校の皆さんが参加しました。
　このような活動を通して、思いやりの心を育み人権の大切さについて考えてい
ただいています。　　　　　　　　　　　　　　　　（品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方は一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談日／第1・3火曜日午後1時～4時　
※相談日1週間前の午前9時より☎3777－1111（代表）へ電話予約。
会場・問い合わせ／区民相談室（第三庁舎3階☎3777－2000）

○人権週間街頭キャンペーン　12月2日㈫午前11時30分から大井町駅前

 野田　律子（東品川） 小原　愉里（東品川） 須藤　耕二（東大井）
小越　是誠（南大井） 小野　悦子（南大井） 大西　英敏（大　井） 森田　和枝（西大井）
海沼マリ子（平　塚） 田中　康則（旗の台） 冨沢　敦子（戸　越）

区の人権擁護委員

非核平和都市品川宣言制定30周年

しながわ人権のひろば2014
日時

●小中学生人権標語・ポスター展
●人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など）
●人権をテーマにした啓発ブース
会場／イベントホール

12月6日㈯
●女性弁護士による法律相談
時間／①午前9時30分～正午  ②午後1時30分～4時
会場／第3・第4小会議室（4階）
定員／各5人（先着）
申込方法／12月5日㈮までに、電話で男女共同参画センター☎5479－4104へ

12月7日㈰
●人権擁護委員による人権身の上相談
時間／①午前9時15分～午後0時15分  ②午後1時～4時
会場／第3・第4小会議室（4階）
定員／各3人（先着）
申込方法／12月5日㈮までに、電話で区民相談室☎3777－2000へ

●映画「ひまわりと子犬の7日間」ＤＶＤ上映会
保健所に収容された母犬と生まれたばかりの子犬たち。子犬を守ろうと威嚇する
母犬、命の期限は7日間。必死に里親を探す職員の姿。宮崎県中央動物保護管理
所の実話をもとにしたドラマ。原案は山下由美の「奇跡の母子犬」。
時間／午後1時30分～4時30分
※上映に先立ち、「小学生人権メッセージ」と

「中学生人権作文」の品川区代表作品を朗読し
ます。
出演／堺雅人　中谷美紀　他
※字幕付き。
定員／350人（先着）
会場・参加方法／当日、ひらつかホールへ
問い合わせ／人権啓発課

12月8日㈪
●家庭教育講演会「愛が伝わるハッピーコミュニケーション～子どもの言動に振
り回されていませんか？～」
時間／午前10時～正午
講師／山崎洋実（F

フ ァ イ ン

ine c
コ ー チ ン グ

oaching 主宰）　※手話通訳付き。
定員／360人（先着）
託児／2歳～就学前のお子さん20人（先着）　※おやつ代100円。
※託児希望の方は、11月27日㈭までに、電話で庶務課へ。
会場・参加方法／当日、ひらつかホールへ
問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6824 Fax5742－6890）

ⓒひまわりと子犬の7日間

スクエア荏原
（荏原4－5－28）

会場


